	問合番号
	工試第

	受付日
	　　　　年　　　　　月　　　　　日


試　験　依　頼　書　　
一般財団法人 建材試験センター 工事材料試験所長　殿　　　
＜記入上の注意＞　
· 太枠内を記入してください。
· □印には 　　印を付してください。
· この「依頼書」の記入事項は機械処理され、注）１～６はそのまま報告書に記載されますので、間違いないように
楷書で丁寧に記入してください。
· 「依頼書」提出後に記載内容に変更がある場合は、所定の「変更願書」を提出してください。
	下記のとおり試験を依頼します。（　□建築　　　□土木　　　□その他　）

	試験項目
	□コンクリート供試体圧縮強度試験（Ｆｃ ： ３６Ｎ/mm2 を超える圧縮強度試験　　□有　　□無）
□鉄筋コンクリート用棒鋼継手の引張試験

	依頼者
	EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o\al(\s\up 11(注１）),施工者会社名)
	　

	
	工事地域
及び現場住所
	□東京都　　□神奈川県　　□千葉県　　□埼玉県　　□その他　（　　　　　　　　）
〒

	
	連絡担当者
	氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
電話：　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　　　　携帯：　　　　　　　　　　　　　　　　

	依頼代行業者を
利用する場合
	以下の条件に同意し依頼手続きを代行します。
1. 当現場は，当社と契約したもので依頼者から依頼代行の要請を受けた現場です。
2. 試験結果及び試験報告書の連絡または発行については貴所に一任します。
3. 依頼内容に起因し、依頼者または貴所に損害が発生した場合は、その損害相当額を当社が弁済します。
会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　　　　　　　　　　　　　　印　　

	注）２
工事名称
	

	確認申請機関名
	電話　　　　　（　　　　　　）　

	注）３
□建築確認番号
□その他
（　　　　　）
	号
　年　　　　　月　　　　　日
	注）３
建築工事施工計画
報告書番号
	号
年　　　　　月　　　　　日

	注）4
供試体採取責任者
	所属： 
	氏名

	注）５
生コン会社又は
圧接（継手）会社
	

	注）６
採取試験会社
	

	報告書必要部数
	各　　　　　部
	備考：

	写真
	要・不要
	注７）試験後の状況写真となります。

	写真取扱い方法
	· 報告書添付のみ　　　□ 報告書添付とデータ　　　□ データのみ　　　□その他
注８）試験報告書の発行（発行日）以降は、写真等に関するご要望はお受けできません。

	試験料金
請求先
	会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	住所：〒

	
	電話　　　　　　（　　　　　　　）　　　　　　　　　Email：


※（一財）建材試験センター記入欄
	受付担当者
	事務責任者
	(試験責任者)
	（試験監督者）
	室長
	依頼書入力
	請求書発行
	報告書発行
	精算
	備考

	
	
	
	
	
	
	出　・　都
	
	
	


201512HP版
一般財団法人　建材試験センター　工事材料試験所
コンクリート圧縮強度試験供試体調書
●この「供試体調書」は、依頼書提出後、供試体搬入と同時に提出してください。
●記載事項は、Ａ・Ｂ・Ｃに３区分されています。
●□印に　　　印を付してください。
Ａ：受付事項記入欄
	供試体
受付日
	・　　　　　　　・
	受付番号
	工試第　　　　　　　　　　　　　　－

	供試体返還
	□ 要
□不要
	試　験
立　会
	□ 要 ：　　　  月　　　日
□不要　　　　　時～
	その他：報告書の郵送の有・無

写真の有・無（取扱い方法をご確認下さい。）


　
	依頼会社名
	


	注1)　判定の「要・不要」及び「判定式」に必ずレ点を記入して下さい。判定「要」の場合は、必要な各基準強度及び各補正値に記入がないと判定できない場合があります。（判定基準強度も含む。）


Ｂ：試験事項記入欄（太枠内は記入しないで下さい。）
	工事名称
	
	工事
区分
	□建築
□土木
	工事
地域
	□東京都□神奈川県
□千葉県□その他
□埼玉県

	打込箇所
	　　棟
　　工区
	□杭（№　　）　□耐圧盤　□地中梁　□（　　）階立上り（　　）階床
□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	養生方法
	□現場水中　 □標準　 □封かん　 □他（　　　　　　　　　　）
	検印
	□有　　　　　□無

	打込日
	　　　　年　　月　　日
	管理
材齢
	□２８日
□（　   日）
	設計基準強度：Ｆｃ
	
	温度補正値：Ｔ
	

	
	
	
	
	耐久設計基準強度：Ｆｄ
	
	強度補正値：Ｓ
	

	試験日
	　　　　年　　月　　日
	試験
材齢
	□２８日
□（　   日）
	品質基準強度：Ｆｑ
	
	調合管理強度：Fm
	

	
	
	
	
	他（　　　　　 ）
	
	Fm=Fq+S
	

	ロット
№
	供試体
番号
	スランプ
（スランプフロー）
ｃｍ
	空気量
％
	最大荷重
ｋＮ
	圧縮強度
Ｎ/mm2
	試験結果の判定注1)
□　要　　　□ 不要

	
	１
	
	
	
	
	判定基準
□Ｘ≧Ｆｃ　　　　　　　□Ｘ≧Ｆm
□Ｘ≧Ｆｑ　　　　　　　□Ｘ≧Ｆｑ+Ｔ
□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
判定基準強度：　　　　　　　　　Ｎ／mm2


	
	２
	
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	
	合　格　・　判定削除　・　不合格

	試験
場所
	府中　 ・　浦和
横浜　 ・　船橋
	試験機
№
	
	圧縮強度の
平均値 Ｘ
	
	試験責任者
	

	
	
	
	
	
	
	試験実施者
	


Ｃ：現場確認事項記入欄
［供試体の履歴］　　　　　　　注2）「コンクリート温度」は、夏期（7/10～9/10）は、最高温度をそれ以外は最低温度を記入してください。
	採取試験会社：
	
	・塩分測定結果（　　　　　　　㎏/m3）
・塩分測定器名（　　　　　　　　　　 ）

	試験の目的：
	□設計基準強度の確認　　　□調合強度の管理　　　□型枠除去時期の決定
□支保工の早期取りはずし　□材齢強度の確認　　　□他（　　　　　　　　　　）
	注2）
・コンクリート温度（ 　　　　　　　℃）

	採取地点：
	□荷卸　　　　□ポンプ筒先    □他（　　　　　　　　　　　　）
	

	採取方法：
	□ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３　　　　　□ＪＩＳ Ａ ５３０８　　　　　□他（　　　　　　　　　　）
	その他の記事

	強度管理方法：
	□通常の場合　　　　 　　　□他（マスコン，高強度コン，高流動コン）
	

	工場名
	
	

	呼び方
	コンクリート
	：
	呼び強度
	：
	スランプ
（スランプフロー）
	：
	骨材寸法
	：
	セメント
	

	
	□普通
□軽量一種
□軽量二種
□他(　　　）
	：
	
	：
	
	：
	
	：
	□Ｎ
□Ｈ
□ＢＢ
□他(　　　　)
	


201512HP版

一般財団法人建材試験センター　工事材料試験所

　　高強度コンクリート圧縮強度試験供試体調書

Ａ：受付事項記入欄

	供試体
受付日
	・　　　・
	受付番号
	工試第　　　　　　　　　　号－

	供試体
返還
	□ 要

□不要
	試験
立合
	□ 要 ：　　月　　　日

□不要　　　時～
	その他：質量，報告書の郵送希望等


注１）依頼会社名

	


Ｂ：試験事項記入欄

	工事名称
	

	工事現場
	

	建築工事施工計画書

報告書番号
	

	建築確認・計画通知

年月日・番号
	

	打込箇所
	

	打込容量
	

	採取試験会社
	

	採取技能者氏名・資格
	

	建築基準法第３７条

二号認定番号
	

	ロット№及び供試体番号
	

	判定基準
	

	単位水量測定
	

	備考
	


201512HP版
ｾﾝﾀｰ記入欄





●この高強度の「供試体調書」は、通常の「供試体


調書」及び供試体搬入と同時に提出して下さい。


●記載事項は、Ａ・Ｂに２区分されています。





●依頼書提出後は、注１）及び注２）の欄は略称でも構いま


せん。





注２）








　　

